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X線スペクトルにおける折れ曲がり起源の詳細な調査
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パルサー星雲 (PWN)は中心天体であるパルサーが放射するパルサー風によって駆動していると考えられてお
り、電波から X線帯域ではシンクロトロン放射、ガンマ線帯域では逆コンプトン散乱で非常に明るい放射を持
つ。PWNは宇宙線電子成分の起源候補として注目されており、放射スペクトルの理解が加速電子スペクトルの
理解へとつながる。近年いくつかの PWNのX線スペクトルに折れ曲がりが発見されている (e.g., Tsujimoto et
al., 2011)。折れ曲がりの起源は未だに不明であり、パルサーのパラメータとの経験的な相関が探索されている
(Bamba et al., 2022)。PSR J1838-0655はBamba+22で系統調査に用いたどの系よりもスピンダウンエネルギー
が低く、パルサーX線効率が高いという特徴がある。これにより、より広いパラメータ空間において系統調査が
可能となる。NuSTAR観測データの解析によって PSR J1838-0655に付随する PWNにおいても折れ曲がりの特
徴が確認された (2024年秋季年会 本上講演)。しかし、PSR J1838-0655のX線スペクトルにおける折れ曲がりは
∆Γ ∼ 0.25と非常に小さいため、詳細な系統調査のためにも折れ曲がりに特徴をより詳細に決定する必要がある。
本研究では、軟X線帯域のXMM-Newton観測に加えて、硬X線帯域をNuSTARでカバーすることで、スペ

クトル上の折れ曲がりの決定精度を上げる試みを実施した。これにより、X線スペクトルの折れ曲がりをより詳
細に決定し、この結果を用いたさらに詳細な系統調査が可能となることが期待される。本講演では、この系統調
査の結果を用いて PWNのX線スペクトルにおける折れ曲がり起源に関する議論を行う。


